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70 従業員住宅の調達と管理の仕方

は

じ

め

も
従
業
員
の
採
用
、
定
着
、
あ
る
い
は
転
勤
の

た
め
に
、
企
業
の
側
に
お
い
て
従
業
員
社
宅
を

提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
の
た
め
給
与
住
宅
の
占
め
る
比
率
は
、
昭

和
十
六
年
に
は
全
住
宅
中
一
・
λ
%
で
あ
っ
た

の
が
、
昭
和
二
十
三
年

に
は
、
六
・
λ
%
、
昭

和
三
十
年
に
は
入
%
と

大
幅
な
増
加
を
見
せ
て

お
り
、
な
お
三
十
年
以

降
の
住
宅
建
築
の
中
で

も
依
然
と
し
て
大
き
な

割
合
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
給
与

住
宅
の
増
加
は
な
お
続

く
も
の
と
思
わ
れ
る

が
、
給
与
住
宅
に
つ
い

て
は
、
業
務
上
必
要
な

最
少
限
に
と
ど
め
、
住

居
に
対
す
る
循
利
的
織

助
は
、
む
し
ろ
賃
金
の

形
で
す
べ
き
で
あ
り
、

従
業
員
社
宅
の
制
度
は
、
戦
前
は
紡
績
、
鉱

山
等
の
特
殊
な
地
域
に
多
量
の
労
働
力
を
集
中

す
る
必
要
が
あ
る
場
合
と
か
、
業
務
上
の
特
殊

な
事
情
が
あ
る
場
合
、

た
と
え
ば
鉄
道
会
社
な

ど
に
限
り
採
用
さ
れ
て

い
た
。

し
た
が
っ
て
、
一
般

企
業
に
お
け
る
従
業
員

は
、
自
ら
の
手
，
で
家
屋

を
持
つ
な
り
、
あ
る
い

は
市
中
い
た
る
と
ζ
ろ

に
存
在
し
た
貸
家
宏
借

り
入
れ
れ
ば
よ
く
、
企
­

業
の
側
か
ら
従
業
員
の

住
宅
を
考
え
る
必
要
は

な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
戦
争
に

よ
る
極
度
の
住
宅
事
情

の
悪
北
は
、
各
企
業
と

問
題
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

代
、
用
社
宅
は
な
ぜ

利
用
さ
れ
て
き
た
か

-
政
経
・
研
究
所
の
昭
和
三
十
六
年
度
の
調
充
で

は
、
百
二
十
五
社
中
六
十
一
社
で
利
用
率
問
八

%
と
、
半
数
近
く
が
代
用
社
宅
に
頼
っ
て
い
る
@

こ
の
代
用
社
宅
が
利
用
さ
れ
る
理
肉
と
し
て

は
、
社
宅
と
の
比
較
に
お
い
て
よ
り
有
利
だ
と

す
る
企
業
内
部
の
事
情
、
一
\
方
、
戦
後
ほ
と
ん

社
宅
'
制
度
は
住
宅
事
情
の
改
善
の
下
に
解
消
し
ど
新
築
さ
れ
な
か
っ
た
借
家
が
、
よ
う
や
く
建

て
ゆ
く
べ
き
だ
、
と
い
う
考
え
方
も
あ
るj

築
さ
れ
は
じ
め
て
き
た
外
部
的
な
住
宅
事
情
の

し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
は
住
宅
不
足
は
な
・
.
変
化
、
の
二
側
面
が
あ
る
。

お
三
百
万
戸
と
い
わ
札
、
住
生
活
の
回
復
は
遅

遅
た
る
も
の
が
あ
る
。

ζ

と
に
最
近
の
よ
う
な
労
働
力
の
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
る
時
期
に
お
い
て
は
、
中
小
企
業
で
.

・
も
、
大
企
業
な
み
の
福
利
施
設
を
も
っ
て
労
働

力
の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
社
宅
の
提
供

が
従
業
員
の
採
用
、
定
着
の
必
須
条
件
も
と
も
な

っ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
ま
だ
一
方
、
土
地
の
高
騰
、
入
手
難
、

資
金
維
な
ど
で
社
宅
の
自
力
建
設
は
容
易
で
な

く
、
そ
の
た
め
社
宅
の
代
用
と
し
て
、
ア
パ
ー

ト
の
一
室
と
か
独
立
の
借
家
を
、
会
社
が
借
り

入
れ
て
従
業
員
に
貸
与
す
る
、
い
わ
ゆ
る
代
用

社
宅
ハ
借
入
社
宅
、
借
り
上
げ
社
宅
、
賃
借
社
・

宅
な
ど
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
も
あ
る
)
の
制
度
が
著

し
く
増
加
し
て
き
て
い
る
。

・
こ
の
制
度
は
比
紋
的
歴
史
も
新
ら
し
く
、
各

種
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
と
の
代
用
社
宅
の
管

理
と
運
用
に
つ
き
、
わ
が
社
の
実
例
を
南
心
に

ω

内
部
条
件
!
社
宅
と
の
比
較l

代
用
社
宅
は
、
い
わ
ゆ
る
貸
家
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
借
入
れ
経
質
、
す
な
わ
ち
家
賃
は
、
(
経

費
+
金
利
+
償
却
費
+
利
益
V
の
形
を
と
る
。

も
し
、
自
社
の
・
社
宅
で
あ
る
な
ら
ば
、
(
経

費
+
金
利
+
償
却
資
)
を
み
れ
ば
よ
く
、
と
く

に
、
産
労
、
厚
生
年
金
還
元
融
資
な
ど
の
低
利

資
金
の
利
用
が
で
き
れ
ば
、
代
用
社
宅
よ
り
経

費
的
に
は
、
は
る
か
に
有
利
な
は
ず
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
代
用
社
宅
が
と
の
よ
.
う
に
多

く
利
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
右
の
、
一
般
的
な
比

較
以
外
に
、
代
用
社
宅
Hに
つ
い
て
次
の
よ
う
な

有
利
な
諸
点
が
、
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
・

〉
社
宅
の
勝
入
、
建
段
に
伴

a
 

〈
う
資
金
が
不
要
な
こ
と

土
地
購
入
、
社
宅
往
設
に
は
、
相
当
ま
と
ま

っ
た
資
金
を
要
す
る
・
仮
に
、
，
土
地
五
十
坪
、

建
物
十
五
坪
ほ
ど
で
も
、
少
な
く
と
も
ニ
百
万
・



の
資
金
を
要
す
る
。
.

労
働
省
の
企
墾
鼠
営
福
利
施
設
調
査
報
告

.
ハ
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
〉
に
よ
れ
ば
、
社
宅

施
設
は
)
各
社
が
厚
生
施
設
中
最
も
カ
を
入
れ

て
お
り
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
、
他
の
厚
生
社
宅
の
建
設
、
購
入
、
管
理
に

施
設
以
土
に
カ
を
そ
そ
い
で
い
る
こ
と
が
示
さ
は
手
数
と
労
力
を
要
す
る
こ
と

れ
て
い
る
。
〈
左
表
参
照
〉
.
常
時
、
相
当
大
量
に
社
宅
の
建
設
、
購
入
を

そ
れ
で
も
最
近
の
地
価
の
高
騰
、
建
築
費
の
行
な
っ
て
い
る
大
企
業
は
別
と
し
て
、
小
企
業

上
昇
で
、
ま
す
ま
す
増
加
す
る
必
要
資
金
を
.
ネ
に
あ
っ
や
は
、
本
来
の
業
務
の
外
に
住
宅
の
建

y
出
で
き
ず
、
計
算
上
多
少
の
損
失
が
あ
っ
て
設
を
行
な
う
の
は
、
非
能
率
的
で
あ
り
、
相
当

も
、
代
用
社
宅
に
走
る
こ
と
と
な
る
。
当
初
の
の
手
数
を
要
す
る
し
、
ま
た
、
後
の
管
理
に
も

資
金
が
少
な
く
て
す
む
か
ら
で
あ
る
。
手
数
が
か
か
る
。

〉
代
用
社
宅
の
臨
時
性
と
の
点
、
代
用
社
宅
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
い

ω

弾
力
性
、
効
率
性
っ
さ
い
の
手
数
は
不
要
で
、
単
に
借
家
探
し
の

代
用
社
宅
は
、
も
し
借
家
さ
之
あ
れ
ば
、
量
み
の
手
数
で
足
る
か
ら
、
き
わ
め
て
便
利
で
あ

的
に
も
時
間
的
に
も
拍
ざ
わ
め
て
弾
力
性
を
有
し
る
。

必
要
の
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
自
由
に
退
去
で
凶
安
価
な
住
宅
の
提
供

き
る
。

ζ

の
た
め
、
社
宅
建
設
ま
で
の
一
時
し
・
昭
和
三
十
年
に
日
本
住
宅
公
団
が
発
足
し
、

の
ぎ
と
か
、
臨
時
的
な
必
要
に
際
し
て
は
、
社
そ
の
他
各
種
の
施
策
で
公
的
住
宅
が
建
設
さ
れ

宅
よ
り
も
は
る
か
に
便
利
で
あ
る
。
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
住
宅
は
、
き
わ

ま
た
、
社
宅
建
設
に
は
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
め
て
低
家
賃
な
の
で
、
代
用
社
宅
の
方
が
社
宅

方
的
オ
川
「
斗
ゴ
ゴ

8
8

率
建
設
よ
り
も
、
経
費
的
に
か
え
っ
て
安
価
に
つ

叫
ナ
靴
一
%
一
紘
一
九
二
五
三
一M
く
。

ζ

の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
公
的
住
宅
が
量

肱
川
ゴ
州
|
一
ぺ
「
パ
ー
バ
バ
礼
一
吋
的
に
増
加
し
て
く
れ
ば
、
社
宅
は
む
し
ろ
不
要

時
・
同
ヰ0
・
一
九
一
札
一
紘
一
札
一
竺
雌
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

F
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I
l
d
L
i
l
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i
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十
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1
γ
l
!

一j
l
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有

蹴
蜘
正
人
叫
一
I
b
i
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J
J

一M
Z
ω
個
人
生
活
の
尊
重
が
確
保
さ
れ
る

河
蹴
雨

F
F

←
い
一H
R
t
高
社
宅
は
そ
の
管
理
上
の
能
率
か
ら
い
っ
て
、

4
1

生
五
:
一

-
-
h
十
ー
!
一
l
!一字
必
然
的
に
集
固
化
さ
れ
る
が
、
と
の
場
合
は
会

問
醇
雨
冠
王
蚕
一
塁
一
致

逼

a
一
回
一
端
アs
一
体
一
社
生
活
と
私
生
活
と
の
分
離
が
困
難
に
な
り
、

隊
側
函
日
両
己
認
一
日
自
由
で
解
放
さ
れ
た
社
会
生
活
を
送
る
の
に
各

住
一
叫
刊
誌
一
径
一
一
一
緒
一
金
施
種
の
支
障
が
生
じ
て
く
る
。

「
←
一
一
こ
う
な
る
と
せ
っ
か
く
の
設
備
に
も
か
か
わ

11 

っ
た
戸
数
を
要
す
る
が
、
代
用
社
宅
で
あ
れ
ば
、

一
戸
二
戸
で
も
さ
し
っ
か
え
な
く
、
常
に
運
用

・
率
百M
mを
保
持
で
き
て
、
極
め
て
効
率
的
で
あ

る
。(c) 

複利活設

ら
ず
、
社
宅
は
単
な
る
ね
ぐ
ら
と
化
し
て
し
ま

う
の
で
、
労
働
力
の
再
生
産
も
完
全
に
は
行
な

わ
れ
な
い
。
私
生
活
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
に
応
じ
た
生
活
を
行
な
う
こ
と

が
個
人
に
と
っ
て
も
企
業
に
と
っ
て
も
有
益
で

あ
り
、
こ
の
点
を
阻
害
す
る
集
団
社
宅
の
欠
陥

が
最
近
指
摘
さ
れ
て
き
て
い
る
。

代
用
社
宅
は
も
し
有
効
に
利
用
さ
れ
れ
ば
、a

こ
の
集
団
社
宅
制
度
の
問
題
点
を
積
極
的
に
解

消
し
て
ゆ
く
手
段
に
な
る
。

右
の
刷
、
ω
、
伺
の
点
は
、
中
小
企
業
に
は

ι
く
に
重
要
な
利
点
で
あ
る
。
ま
たω
、
例
の

点
は
、
む
し
ろ
社
宅
建
設
に
疑
問
を
投
ず
る
志

の
と
も
い
え
、
代
用
社
宅
の
今
日
の
増
加
傾
向

は
今
後
ま
す
ま
す
強
く
な
っ
て
く
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

間
企
業
の
外
部
条
件

|
|
住
宅
事
情
の
変
化
1
|

て
も
、
持
家
七
五
・
6六
平
方
メ
ー
ト
ル
、
給
与

住
宅
六
三
・
二
平
方
メ
1

十
ル
に
対
じ
て
、
借

家
は
わ
ず
か
に
三
二
・
一
平
方
メ
ー
ト
ル
し
か

な
い
。
と
の
た
め
代
用
社
宅
で
ま
か
な
い
得
る

社
宅
は
、
比
較
的
限
ら
れ
た
小
住
宅
に
と
ど
ま

り
、
そ
れ
以
上
の
水
準
の
社
宅
は
現
在
の
とζ

ろ
社
有
の
家
屋
に
ま
つ
外
は
な
い
。

と
の
よ
う
に
、
今
後
の
住
宅
事
情
の
変
化
と

代
用
社
宅
制
度
は
、
密
綾
な
関
係
に
あ
る
。
政

府
の
い
わ
ゆ
る
十
年
間
一
千
万
一
戸
住
・
宅
新
築
計

画
が
可
能
な
ら
、
名
目
惚
規
模
の
借
栄
も
可
能
に

な
る
か
も
し
れ
ず
、
社
有
社
宅
は
む
し
ろ
不
要

と
な
り
、
代
用
社
宅
の
活
用
、
ま
た
は
戦
前
の

よ
う
な
現
金
給
与
へ
の
解
消
が
み
ら
れ
る
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
な
地
価
騰
勢
は
当
分

止
む
見
通
し
も
な
く
、
な
か
な
か
計
画
ど
お
り

の
住
宅
建
築
も
悶
縦
で
あ
る
と
す
る
と
、
今
後

も
、
代
用
社
宅
の
活
用
さ
れ
る
余
地
は
十
分
に

残
る
で
あ
ろ
う
。

地
代
家
賃
統
制
令
の
緩
和
、
生
活
水
準
の
相

対
的

ι
ιも
あ
っ
て
…
最
近
は
借
家
住
宅
も
十
\
代
用
社
宅
運
営
上

な
り
増
加
し
て
き
た
G

の
具
体
的
問
題
点

前
述
し
た
住
宅
公
団
等
に
よ
る
公
的
住
宅
の

建
設
も
代
用
社
宅
利
用
の
外
部
的
条
件
の
隊
成
・
a

代
用
社
宅
の
法
本
的
問
題
に
つ
い
て
はζ
と

・
に
寄
与
し
た
。ζ
れ
ら
借
家
建
設
が
復
活
し
て
に
ふ
れ
る
余
絡
が
な
い
が
、
と
の
よ
う
な
代
用

き
た
昭
和
二
十
八
?
九
年
ご
ろ
よ
り
、
代
用
社
社
宅
を
当
社
で
は
す
で
に
八
百
戸
以
上
有
し
て

宅
制
度
が
併
行
的
に
係
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
い
る
の
で
、
そ
の
具
体
的
な
運
用
上
の
問
題
点

し
か
し
、
実
情
は
、
私
的
貸
家
経
営
の
成
立
に
ふ
れ
て
み
る
と
と
に
す
る
。

す
る
の
は
、
粗
悪
狭
小
の
住
宅
か
、
ま
た
は
超

デ
ラ
ッ
グ
ス
住
宅
で
、
最
も
必
要
な
中
間
的
住

宅
は
採
算
に
合
わ
な
い
。

昭
和
三
十
五
年
の
新
築
住
宅
規
模
平
均
含
見

ω

規
定
の
仕
方

代
用
社
宅
、
社
宅
を
包
含
し
た
社
宅
規
定
を

・
設
け
、
入
居
資
絡
、
入
居
者
の
義
務
、
禁
止
事
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項
等
一
般
的
事
項
を
入
れ
、ζ
の
細
部
規
定
と

し
て
、
代
用
社
宅
内
規
を
設
け
て
、
代
用
社
宅

の
規
模
、
借
入
れ
条
件
ハ
賃
料
、
保
証
金
〉
、
そ

の
他
仲
介
料
、
修
理
等
の
細
部
の
問
題
を
規
定

し
て
い
る
。
ハ
別
掲
参
照
)

方仕の理管と奪プ調初
そ
れ
ぞ
れ
個
人
が
探
し
て
く
る

ζ
と
を
建
前

住
と
す
る
。

業
.
し
か
し
、
転
勤
の
場
合
に
は
急
を
要
す
る
の

従
で
、
会
社
が
主
体
と
な
っ
て
借
家
宕
探
し
、
こ

れ
を
各
人
に
提
供
す
る
。
会
社
の
一
指
借
用
は

比
較
的
交
渉
に
も
有
利
な
点
は
あ
る
が
、
代
用

社
宅
の
居
住
者
事
情
の
尊
重
と
い
う
利
点
が
失

わ
れ
る
の
で
、
後
に
従
業
員
か
ら
の
苦
情
を
聞

く
場
合
が
多
い
。

採
用
、
転
勤
等
、
急
を
要
す
る
場
合
在
除
・
い

て
は
、
従
業
員
の
希
望
を
入
れ
、
そ
の
自
主
性

に
任
す
の
が
望
ま
し
い
。

従
業
員
の
物
色
を
促
進
す
る
意
味
で
、
自
己

都
合
の
転
居
の
場
合
を
除
き
、
借
家
仲
介
料
を

会
社
で
負
担
し
て
い
.
る
。

(2) 

逮

調

方

法

(3) 

賃
貸
借
契
約

と
う
ぜ
ん
、
会
社
と
貸
主
と
の
聞
に
行
な
わ

・
れ
る
。
し
た
が
っ
て
転
勤
等
の
あ
と
も
他
人
を

入
れ
る
便
利
さ
は
あ
る
が
、
逆
に
従
業
員
が
退

職
し
た
場
合
な
ど
、
契
約
は
会
社
と
貸
主
と
の

聞
に
残
る
の
で
、
家
賃
不
払
い
等
が
あ
れ
ば
、

会
社
が
家
賃
の
請
求
を
受
け
る
と
と
が
あ
る
。

と
の
た
め
、
退
職
の
場
合
は
、
代
用
社
宅
か
ら

出
て
も
ら
う
か
、
借
用
名
義
を
偶
人
名
義
に
切

一
り
替
え
る
よ
う
注
意
色
要
す
る
。

・
ま
た
、
住
宅
公
団
、
公
営
住
宅
の
場
合
は
、

法
人
名
義
の
契
約
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て

そ
の
賃
借
料
念
会
社
が
支
払
え
ば
給
与
所
得
と

し
て
源
泉
課
税
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

こ
の
た
め
代
用
社
宅
規
定
を
作
成
し
、
と
の

場
合
に
限
り
、
と
く
に
会
社
名
義
の
契
約
が
不

可
能
な
の
で
個
人
名
義
に
し
て
い
る
む
ね
の
念

書
を
会
社
が
徴
収
し
、
契
約
書
も
会
社
が
預
っ

て
二
般
の
代
用
社
宅
制
度
を
適
用
し
て
い
る
。

川
間
借
用
物
件
の
種
類

従
前
は
家
族
持
ち
は
独
立
家
屋
、
独
身
者
は

間
借
り
ア
パ
ー
ト
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
、
独

立
家
屋
は
地
方
を
除
い
て
は
少
な
く
な
り
、
い

わ
ゆ
る
文
化
住
宅
、
ま
た
は
公
団
な
ど
の
ア
パ

ー
ト
式
の
も
の
が
多
い
。

(5) 

条

ω

家
賃

会
社
が
家
と
し
て
提
供
す
る
場
合
に
は
、
適

当
な
も
の
を
会
社
が
借
り
入
れ
、
と
れ
を
貸
与

す
る
だ
け
で
、
別
に
問
題
は
な
い
。
ー

し
か
し
‘
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
ど
ん
な

高
い
も
の
で
も
借
り
入
れ
て
よ
い
と
い
う
わ
け

に
は
ゆ
か
な
い
の
で
、
一
定
の
枠
を
は
め
る
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
地
域
別
、
有
家
族
、

独
身
者
別
、
有
家
族
の
う
ち
役
付
、
平
に
分
け
、

一
定
限
度
の
家
賃
の
枠
を
は
め
て
い
る
。

枠
の
基
準
は
、
社
宅
入
居
者
と
の
パ
-
7
y
ス

.
に
よ
り
規
模
を
定
め
、
各
都
市
に
お
い
て
通
常

そ
の
規
模
の
借
家
に
要
す
る
経
費
を
基
準
に
し

借

ﾅ 

性
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要
が
あ
ろ
う
・

敷
金
に
つ
い
て
は
個
人
責
任
の
原
則
で
、
も

し
返
還
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
自
己
の
責
任
で

補
て
ん
し
て
会
社
に
返
す
よ
う
に
じ
て
い
る
。

し
か
し
敷
金
は
相
当
高
額
に
な
る
の
で
、
特
'

に
従
業
員
側
の
責
任
が
な
い
限
り
、
会
社
が
危

険
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

敷
金
の
返
還
に
不
安
が
あ
れ
ば
、
公
正
証
書

に
し
て
お
く
の
も
一
方
法
で
あ
る
。

(6) 

孝司

用

資

格

当
初
は
転
勤
者
で
あ
る
こ
と
が
大
原
則
で
、

そ
の
他
の
者
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
転
勤
者
の
う
ち
一
定
資
格
以
上

の
者
は
社
宅
、
他
は
代
用
社
宅
を
原
則
と
し
て

い
た
が
、
社
宅
の
資
格
者
で
あ
っ
て
も
、
た
ま

た
ま
社
宅
が
不
足
の
た
め
、
代
用
社
宅
を
利
用

す
る
ケ
l

ス
が
多
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、

社
宅
資
格
者
の
代
用
社
宅
は
準
社
宅
、
社
宅
資

格
の
な
い
者
の
代
用
社
宅
を
単
な
る
代
用
社
宅

と
称
し
て
名
称
を
分
け
、
若
干
家
賃
限
度
な
ど

方
に
差
を
つ
け
て
い
る
。

ば
ま
た
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
代
用
社
宅
は
有

国
利
な
点
が
多
い
し
、
一
方
社
宅
建
築
も
種

4
困

は
い
艇
が
あ
る
の
で
、
代
用
社
宅
、
地
中
社
宅
と
も
定

地
活
化
し
、
量
的
に
も
増
大
す
る
傾
向
に
あ
る
。

の宅住民業必トa
-

'
ι
ν
 

(7) 

.73 

自
宅
通
勤
者
と
の
均
衡

自
宅
通
勤
者
と
の
均
衡
は
か
な
り
問
題
が
あ

る
が
、
自
宅
通
勤
者
で
あ
っ
て
も
、
役
付
以
上

の
も
の
で
住
宅
事
情
の
悶
維
な
も
の
は
、
場
合

に
よ
り
代
用
社
宅
に
入
居
で
き
る
道
が
聞
け
た

の
で
、
か
な
り
均
衡
が
と
れ
・
て
い
る
@

(9) 

入
居
者
か
ら
徴
収
す
る
使
用
料

間
‘
個
人
的
事
情
と
代
用
社
宅

大
体
社
宅
使
用
料
に
準
じ
て
徴
収
す
る
。
以

個
人
的
事
情
を
ど
の
程
度
容
れ
る
か
は
、
先
前
は
住
宅
の
賀
、
規
棋
に
よ
り
細
か
に
算
定
し

に
の
ベ
た
代
用
社
宅
の
基
本
的
観
点
に
よ
る
。
て
い
た
が
、-
4
現
物
を
確
か
め
る
こ
と
は
件

新
し
い
代
用
社
宅
の
行
き
方
と
し
て
は
個
人
生
数
も
地
加
し
、
図
維
な
の
で
、
借
入
れ
家
賃
そ

活
の
尊
重
と
い
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、
で
き
る
の
も
の
に
質
、
規
模
が
表
象
さ
れ
て
い
る
も
の

詑
け
個
人
の
要
求
に
も
応
じ
る
こ
と
が
望
ま
し
と
み
て
、
借
入
れ
賃
料
に
一
定
乗
率
三
五
%

い
。
し
か
し
企
業
の
立
場
か
ら
は
一
定
の
制
限
程
度
)
を
乗
ず
る
方
式
を
採
用
し
て
い
る
。

を
必
要
と
す
る
。
代
用
社
宅
に
つ
い
て
も
、
社
宅
主
同
織
に
地

ω

転
居
・
代
家
賃
統
制
令
に
よ
る
統
制
価
額
の
二
分
の
一

原
則
的
に
認
め
な
い
と
規
定
し
て
い
る
a

規
'
以
上
の
使
用
料
を
徴
収
し
て
い
な
い
と
、
現
物

定
上
も
こ
れ
を
認
め
る
と
手
数
を
要
し
、
敷
金
給
与
と
し
て
課
税
さ
れ
る
と
と
に
な
る
。
一
般

の
返
還
な
ど
に
も
困
難
を
き
た
す
か
ら
で
あ
社
宅
と
同
様
、
こ
の
使
用
料
は
プ

l

ル
計
算
が

る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
安
賃
限
度
の
範
囲
で
で
き
る
の
で
、
一
部
の
者
の
徴
収
家
賃
が
右
の

転
居
を
認
め
て
い
る
・
条
件
を
満
た
さ
な
く
て
も
、
平
均
的
に
二
分
の

規
定
上
は
き
び
し
く
、
運
用
上
は
個
人
の
事
一
以
上
に
な
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
役
員
に
つ

情
を
尊
重
し
て
い
る
わ
け
吃
お
る
。
い
て
は
別
個
に
プ

1

ル
計
算
す
る
。

同
同
居
者
弊
社
で
は
こ
の
た
め
・
に
、
右
の
よ
う
な
使
用

そ
こ
に
誰
が
住
む
か
は
個
人
の
自
由
で
あ
り
料
を
徴
収
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
企
業
に

別
に
干
渉
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
企
業
よ
っ
て
は
、
代
用
社
宅
の
賃
借
料
は
、
住
宅
費

外
の
者
の
費
用
ま
で
も
企
業
の
負
担
と
す
る
の
の
補
助
と
し
て
会
社
が
全
額
負
担
し
、
使
用
料

は
い
さ
さ
か
程
度
を
超
え
る
の
で
、
子
、
配
偶
を
徴
収
し
な
い
場
合
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

U

者
を
除
く
有
織
の
者
が
同
居
し
て
い
る
場
合
、
の
場
合
は
支
払
賃
料
は
給
料
に
加
算
し
て
源
泉

徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

会
社
負
担
家
賃
は
二
分
の
一
に
削
減
さ
れ
る
。

日
間
借
入
れ
規
模

社
宅
規
棋
に
準
じ
て
、
借
入
れ
規
僕
を
規
定

し
て
い
る
が
、
限
度
家
賃
内
で
は
大
体
従
業
員

の
自
由
に
ま
か
せ
て
い
る
。
標
準
的
な
限
度
家

賃
を
定
め
て
い
る
の
で
、
多
少
質
を
落
し
て
規

模
在
大
き
く
す
る
の
は
個
人
の
自
由
だ
か
ら
で

あ
る
。

UO} 

そ
の
他
の
管
理
上
の
問
題

社
宅
と
同
一
に
寂
り
級
お
う
と
す
る
場
合
、

社
宅
入
居
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
と
同
程
度
の

修
理
費
を
負
担
す
る
問
題
が
生
ず
る
。
社
宅
不

足
の
た
め
、
と
く
に
社
宅
に
代
え
て
入
居
さ
せ

て
い
る
代
用
社
宅
に
は
、
修
理
貨
の
一
定
限
度

を
会
社
負
担
と
し
て
い
る
・

ω

伝
動
又
は
泊
め
て
代
用
社
宅v
h入
居
す
る
場
合
広
は
、

貧
困
円
の
一
・
か
月
梱
当
割
以
内
を
鴻
度
と
し
て
物
件
情
入
の

仲
介
料
を
会
社
が
負
担
す
る
。

ω

借
入
期
間
は
原
則
と
し
て
-
・
か
年
と
し
毎
年
真
新
す
る

ω

そ
の
他
の
借
入
条
件
に
つ
い
て
は
不
動
庫
管
思
線
長
が

側
々
に
決
定
す
る
.
・

第
六
条
《
借
嘗
V

ω

突
約
期
間
中
は
原
則
と
し
て
阿
曽
の
物
件
の
情
笹
を
飽

め
な
い

.

.

 

ω

借
嘗
を
認
め
る
嶋
合
、
現
に
利
用
中
の
も
の
よ
り
貿
附

料
、
数
金
等
の
条
件
の
高
額
に
な
る
も
の
へ
の
僻
笹
は
限

.
則
と
し
て
認
め
な
い
。

・

ω

借
室
契
約
の
更
改
、
借
替
は
事
前
に
不
動
産
管
理
課
内

上
申
の
上
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
.

第
七
条
〈
手
続
u

ω

借
入
承
認
の
上
は
不
動
車
仲
.
管
理
鐸
よ
り
潟
両
に
て
通
知

す
る
・
貸
主
と
の
契
約
舟
交
侠
は
こ
の
添
削
叫
通
知
以
後
民

行
な
う
も
の
と
す
る
。
・

同
開
貸
主
と
の
契
約
は
原
則
と
し
て
会
社
所
定
の
契
約
悩
闘
を
.

使
用
し
、
借
主
の
名
畿
は
支
社
長
名
門
本
店
は
不
動
車
管

理
課
長
、
億
円
同
は
総
局
不
動
産
課
長
、
月
鋭
支
社
は
月
餅

支
社
長
)
と
し
個
人
名
設
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
住

-
去
閲
賃
貸
住
宅
等
の
如
〈
法
人
名
君
契
約
を
認
め
な

い
平
む
を
え
な
い
事
情
あ
る
と
き
は
、
入
居
者
よ
9

念
奮

を
徴
し
て
個
人
名
表
の
契
約
を
認
め
る
こ
と
が
あ
る
.

ω

契
約
書
は
三
通
作
成
し
、
一
通
は
不
動
産
管
理
線
、
一

通
は
支
社
、
他
の
一
通
は
貸
主
が
保
持
す
る
・

ω

歎
金
を
要
す
る
場
合
は
、
そ
の
退
院
町
条
件
を
契
約
書v
h

明
記
し
、
正
式
岡
県
約
肉
交
換
と
同
時
に
貸
主
に
預
託
す
る

第
八
朱
〈
修
恩
V

ω

物
件
の
修
理
は
原
則
と
し
て
行
な
わ
な
い
.

削w
符
通
社
宅
入
尉
資
格
者
は
、
そ
の
資
絡
者
と
し
て
の
使

m
m
聞
に
応
じ
下
認
の
修
迎
伐
を
金
吐
か
負
担
す
る
.

ω

三
・
か
年
経
過
後
、
岨
官
民
返
え
k

し
て
三
、
0
0
0
円

以
内

M
W
六
か
年
経
過
録
、
畳
表
替
え
と
し
て
六
、O
O
O
円

以
内

村
五
か
年
経
過
後
、
後
張
替
え
と
し
て
五
、
。

0
0
円

以
内

第
九
条
ハ
改
廃
V

ζ

の
内
援
の
改
廃
は
不
動
産
郎
耳
目
が
決
定
す
る
.

第
十
余
円
突
指
》

こ
の
内
線
は
昭
和
三
六
年
七
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
・

以
上


